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中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

 当社は、第 23 期（平成 31 年９月期）～第 25 期（平成 33 年９月期）に係る中期経営計画を策定しま

したので、下記のとおりお知らせします。 

 

記 

１．中期経営計画策定の背景 

当社は、平成 28 年 11 月に公表した中期経営計画「第 21 期（平成 29 年９月期）～第 23 期（平成 31

年９月期）」に基づき、成長の礎となる事業基盤の構築を図り、目標としていた営業利益率 10％を前倒し

で達成いたしました。この度、事業環境の変化への対応と更なる成長を目指すため、新たに中期経営計画

を策定いたしました。 

 

２．中期経営計画のビジョンと重点施策 

平成 33 年９月期ビジョンとして「500 万世帯へのサービス提供の実現」を掲げ、実現を目指します。

また、重点施策として以下に取り組んでまいります。 

 

・事業間／部門間の連携による重層営業 

・新たな企業(業界トップクラス・異業種)とのアライアンス 

・IoT、システム活用によるコスト抑制 

・新サービス、新商品の創出 

 

当社は、主力事業である「駆けつけ」・「会員」・「保険」の３つの領域を中心に、重点施策を推進し、徹

底的な事業の深化と拡大に注力するとともに、リペア事業の採算改善を推進いたします。また、新サービ

ス・新商品のトライアルも含め、新たな価値創造に挑戦し、より安心・便利に暮らせる社会を実現してま

いります。 

利益面では、引き続き収益性の改善を推進し、平成 33 年９月期には連結営業利益率 15％を目標に経営

効率の向上を目指します。 

 

 



３．財務施策 

（１）投資戦略 

当社の企業価値向上に資する本業周辺事業の M&A 及び資本提携を積極的に展開します。 

また、事業効率の向上及び BCP 構築を目的とした IT システム投資を実施します。 

 （２）財務戦略 

当社は、株主の皆様に対する利益還元は重要な経営課題であると認識しており、株主の皆様への利益

還元をさらに充実させるため、配当方針、自己株式取得方針及び株主優待方針を以下のとおりとする

こととします。 

① 配当方針 

連結配当性向 30％以上を目処とします。また、当社の剰余金の配当は、中間配当及び期末配当の年

２回を基本的な方針としております。 

② 自己株式取得方針 

当社は、市場環境と成長投資に向けた財務の健全性を鑑みながら、連結当期純利益の 50％以上から

配当総額を引いた金額を目処に、自己株式の取得を検討いたします。 

③株主優待方針 

当社は上記配当方針及び自己株式取得方針に基づく利益還元を基本に実施する予定でありますが、

「体験を通して社会へのかかわりの尊さを学ぶ」というキッザニアの基本理念に賛同し、キッザニア

を優待価格でご利用いただけるキッザニア優待券を贈呈しております。 

 

４．経営目標 

  （単位：百万円） 

  第 22 期(実績) 第 23 期 第 24 期 第 25 期 

売 上 高 11,766 12,800 14,500 16,500 

営 業 利 益 1,430 1,650 2,000 2,500 

経 常 利 益 1,644 1,800 2,150 2,650 

親会社株主に帰属する当期純利益 1,192 1,260 1,500 1,850 

営 業 利 益 率 12.2% 12.9% 13.8% 15.2% 

 

  

（注意事項） 

本資料には、当社の将来における売上高、利益等の業績に関わる計画や見通しが含まれております。これ

らは、当社が現時点にて把握、入手可能な情報からの判断及び想定に基づく見通しを前提としており、実

際の業績等は異なる場合があることをあらかじめご了承ください。 

 

以 上 


